
＜基本情報＞
所在地 宮崎県日之影町
＜農場概要＞
茶5ha、全て有機JAS認証を取得
生産から製造・加工・販売までの一貫経営を確立

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
・天敵（寄生蜂）の発生により、害虫の被害を抑制。
・病害虫に弱い品種（やぶきた）から病害虫に強い品種（さえみ
どり、かなやみどり）へ品種分散。
・2番茶収穫後の強めの剪枝で害虫のついた枝を除き、害虫の発
生を抑制。
雑草対策
草堆肥を畝間に敷くことで雑草を抑制。
土づくり
自家製発酵草堆肥やぼかし肥料を施用し、高品質な有機茶生産

を実現。

＜苦労しているところ＞
特に急傾斜地での茶摘みや除草作業が重労働になっている。ま

た、ここ2～3年は宿根性のヤブガラシの除草に苦労。

＜現場の課題＞
● 有機栽培による収穫量減収の抑制

＜今後の展開＞
お茶を使用したスイーツ販売や、

ティーパック商品の充実を思案中。
病害虫対策と味の向上を図るため、
微量要素の活用を検討。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
現代表の父親が知人の農薬が原因と思われる体調不良を知り、

昭和63年から無農薬栽培に取り組むが、収穫量激減となり一旦
は諦める。しかし、無農薬への思いを捨てられず収穫量を度外
視して平成4年（1992年）に再度、有機茶栽培を開始。
平成15年（2003年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】℡.0982-87-2643
会社ホームページhttp://www.issin-en.com/

一心園 令和元年10月現在

＜販売について＞
量は年間12トンで殆どが釜炒り茶で他、紅茶、烏龍茶。
販売先は直販（製茶）が7割で、その他はJA（荒茶）等。
国内の人口減少による茶市場縮小が考えられる中、更なる販
売拡大を見据え海外輸出にも取組む。現在の輸出国はカナダ。

い っ し ん え ん

有機農業の取組 No.38



＜基本情報＞
所在地 宮崎県五ヶ瀬町
＜農場概要＞
14ha 有機JAS認証ほ場 12ha

有機転換期間中 2ha
生産から製造・加工・販売までの一貫経営を確立

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
・病害虫に弱い品種（やぶきた）から抵抗性のある品種（みなみ
さやか、はるのなごり等）へ改植中。
・施肥量を少なくすることで、病害虫の発生要因となる葉の密生
を抑制。（標高約650mで冷涼地のため害虫は少ない）
雑草対策
草刈り機と人手による除草。（特に8月～10月）
土づくり
・畝間に茶の刈り捨て葉を撒き豚ぷん堆肥を施用。
・追肥は肉かすとごま油かす。

＜苦労しているところ＞
有機栽培は除草が重労働になるため、自動草刈り機に関心。

＜現場の課題＞
● 有機栽培茶の流通量が増えることによる価格低下が心配。

＜今後の展開＞
消費者・バイヤーのニーズを把

握し、販売先を多様化していきた
い。また、14ha全てに有機JAS認
証を取得し、有機茶の生産量を確
保することで、輸出の拡大を目指
す。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
知人の農薬による事故を契機に、前代表が無農薬・無化学肥
料栽培の必要性を感じ、五ヶ瀬の冷涼な気候や標高の高い立地
条件を生かした有機茶栽培を昭和58年（1983年）開始。
平成13年（2001年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】℡.0982-82-0211
会社ホームページhttp://www.miyazaki-sabou.com/

株式会社 宮﨑茶房 令和元年10月現在

＜販売について＞
有機ＪＡＳ認証品を販売。釜炒り茶が主体でその他、紅茶、
烏龍茶、番茶。
販売先はネット販売・直売所・JA等。
今後、国内の人口減少による茶市場縮小が考えられる中、更
なる販売拡大を見据え海外輸出にも取組む。輸出国はドイツ、
ベルギー、チェコ、スイス、カナダ、アメリカ。

有機農業の取組 No.39



＜基本情報＞
所在地 宮崎県綾町（有機農業条例制定の町）
＜農場概要＞
●有機ＪＡＳ圃場 約１０㌶
●作付作物は、レタス、ブロッコリー、キャベツ、にんじん、かんしょ、水稲等 約３０品目

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
● 病害虫対策については、水張り防除や自家配合の堆肥（牛糞・
馬糞）により硝酸態窒素を押さえる工夫など実施している。

● 除草対策は、元肥を充分に入れ、畝立てした後に圃場をビニー
ルで覆い、太陽光による熱処理対策等により実施している。

● 綾町には、堆肥の品評会（コンクール）があり、日頃から良質
の堆肥を活用した土づくりを行っている。

＜現場の課題＞
● 輸送価格の高騰により大都市圏など遠隔地への流通が厳しなっ
ている。

● 借地では、ドリフト問題等もありむやみに圃場拡大ができない。

＜今後の展開＞
● 貯蔵（冷凍貯蔵）の技術を併用して年間を通じて安定供給でき
るように取り組みたい。

● 有機農業者の横のつながりがないため、県内の有機農業者の集
まり（勉強会等）を開催したい。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
農薬や化学肥料を多量に使用する栽培に不安を感じていたとき、

綾町の有機農業条例（自然生態系農業）が施行（昭和６３年）され、
また、同時期に土づくりの町の補助金（１万円／１０㌃）もあり有
機に取組む追風となった。
平成１４年（２０0２年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

有限会社 松井農園 令和元年10月現在

＜販売について＞
●販売先は、大手及び地元スーパー、生協、百貨店、直販。
●地域の仲間（取引先や友人等）と連携して、輸出や輸送コスト
低減について検討中。
●農園直営のカフェ「CAFE HOME」を開業し、有機野菜等を提供。
→（土日祭日営業。繁忙期は休み。当分の間休業中）

【お問合せ先】℡.0985-30-7050

有機農業の取組 No.40



＜基本情報＞
所在地 宮崎県児湯郡西米良村
＜農場概要＞
有機栽培 水稲 ３０a、たまねぎ ７a

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
●（病害虫対策）
・３５度の焼酎、酢（原液で使用）、ニンニク、トウガラシ、
EM菌で作った溶液を栽培期間中２回葉面散布。

●（雑草対策）
・人手で行う。
●（土づくり等）
・EM菌、米ぬか、油かすを使って「ぼかし」を
作り、土作りを行い、併せてEM菌を培養した
「活性液」を使用。
・水田へは、わらとボカシをすき込み秋処理する。
・水田のノロ（アオミドロ）対策は、EM菌を使用。
＜苦労しているところ＞
● ほ場が分散しており作業効率が悪い。
＜現場の課題＞
● 有機栽培農家は、除草剤を使用しないことから、使用頻度が高
い管理機等の更新に対する助成が必要と思う。
西米良村では、特に高齢化や人手不足が大きな課題。
１村だけでは解決できないので、国・県・村・JAが一体となっ
た対策を要望。
＜今後の展開＞
● 水田は全部で３４a（全１４枚）所有しているが、今後も３０a
位の作付を継続予定。

＜有機農業に取り組むきっかけ＞
● 西米良村に嫁いで就農したが、自らが潰瘍を患ったことで、安
全・安心な農業に関心を持ち、取り組むようになった。

● 周辺に有機農業者がいないこともあり、農業専門誌「現代農業」
や他県の有機農家の取組を参考にするなど、独学で学んだ。

● 平成１９年（2007年）有機JAS認証を取得

【お問合せ先】
現在は、問い合わせに対応していません。

黒木美智子 令和元年10月現在

＜販売について＞
● 米とたまねぎは、宮崎市内の農産物販売所を中心に有機農産
物として販売（2018年の出荷量は、玄米を中心（一部白米）
に５００Kg程度、たまねぎは２５０kg程度）。

有機農業の取組 No.41



＜販売について＞
青梅の収穫量は年間約15～20トン。
青果として市場に販売すると、原価割れの価格となるため、自
ら価格を決定できる自家加工品として、直接販売を行っている。
バイヤーから輸出の誘いもあったが、国内販売を優先している。
「都城盆地鶯宿梅の梅干し」が原料と製法にこだわった地域食
品ブランド「本場の本物」の認定を宮崎県内で初めて受けた。

＜基本情報＞
所在地 宮崎県都城市
＜農場概要＞
梅 約７ha（1,800本）品種 鶯宿梅 (全体の約7割)、光友一号、白加賀など
無農薬で栽培し、自社で無添加加工・製造を行い販売。

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
梅の周りに深い溝を掘り、大量の堆肥投入により樹勢を強くする
ことで病害虫の被害を抑え、被害を受けた枝は小まめに剪定するな
ど小まめに対処している。

雑草対策
刈払機で年に6回前後。

土づくり
開園以来50年以上、園の下草、河川敷の
草、油粕、鶏糞など動植物由来の有機物を施
用することで、細い棒が１メートル以上入る
柔らかい土壌を培う。

＜現場の課題＞
梅園の管理、製品の販売等は今後、高齢化
等により労働力の確保が難しくなるため、作
業工程の機械化が必要。

＜今後の展開＞
これ以上の規模拡大ではなく、土づくりに
専念し、樹木に最適な環境を作り、有機栽培
の循環サイクルを次世代へ継続させる。

【お問合せ先】℡. 0986-22-6325 Fax. 0986-22-2809
会社ホームページ

https://www.koubaien.com

有限会社 德重紅梅園 令和元年10月現在

＜有機農業に取組むきっかけ＞
終戦直後、農薬により虫などがいなくなったり、土壌が固くな
るなどの現場を見て、無農薬の自然栽培を目指した。
企業理念は、食べ物はすべて「土から生まれて土にかえる」。

と く し げ こうばいえん

有機農業の取組 No.42



＜基本情報＞
所在地 宮崎県えびの市
＜農場概要＞
主食用米約８haのほか、オクラ、カボチャ、ピーマン、
キャベツ、ほうれん草等の野菜を約４ha栽培。

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
土づくりをしっかり行うことが一番大切。土がよくなると植物
体が強くなるため、大きな被害が発生することはない。

雑草対策
雑草がまだ小さいうちに、手押し型管理機による早めの畝間中
耕を行っている。

● 土づくり
牛糞に、籾殻、海藻、木炭などを混合し、２か月間発酵させた
中熟(中心温度40℃程度)堆肥を圃場に撒き、１か月程度土になじ
ませる。

＜現在の課題＞
● 宮崎県内で有機農業等に取り組んでいる農家が集まって、情報
交換などを行う場がないこと。

＜苦労しているところ＞
自社農産物の販売先の確保のほか、

除草作業(全作業時間の約半分を占め
る)、長年試行錯誤を重ねてきた土作
り。
＜今後の対応＞
主食用米の販売を伸ばしたい。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
会長の本坊照夫氏が、昭和46年に就農した際、農薬使用が原
因と思われる体調不良に陥った経験から、徐々に取組を進め、
昭和58年から本格的に開始。

【お問合せ先】℡.0984-33-1610
会社ホームページ https://motobo-farm.com/

株式会社 本坊農園 令和元年10月現在

＜販売について＞
自宅に隣接する直売所「笑美農(えびの)市場」で、自社生産の

米・野菜のほか、味噌、漬物などの加工品も販売。また、平成
30年５月に、６次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画
の認定を受け、玄米を利用したポン菓子、玄米コーヒーを開発・
販売。

宮崎県内のスーパー等に、真空パックした米（商品名「笑顔
米」）、生鮮野菜、加工品を納品。

も と ぼ う

有機農業の取組 No.43



＜基本情報＞
所在地 宮崎県宮崎市高岡町
＜農場概要＞
有機ＪＡＳ認証ほ場約4.4ha（茶）
地域の有機農業者（茶）8名（25ha程度）で、

グループをつくり、生産技術向上の学習会等を実施。

＜病害虫対策・土づくり＞
病害虫対策
チャノホソガ対策は、二番茶芽に
産卵する前に収穫を終えるよう留意。
また、ダニ対策に、カブリダニ等
の天敵を投入。

土づくり
肥料は、植物残渣をまず投入し、
その後、魚かす等を含むぼかし肥料
を投入。
土壌を確実に発酵させることによ
り、スリップス等の発生を抑制。

＜苦労している（した）ところ＞
ミミズが多く生息する優良土壌が仇となり、イノシシがミミ

ズを食べに来ることで、ほ場が荒らされる。
箱わなを設置しているが、生息数が多いため効果は限定的。

＜今後の展開＞
生産や販売等各部門を強化・効率化するためにも、高岡地域

の8名で法人化を目指す。

飲用需要のみでは消費も限られるため、クラフトティー等新
たな需要創出に向けた商品開発を検討。

＜有機農業に取り組むきっかけ＞
父親は慣行栽培を行っていたが、自分の代になる頃、化学合

成農薬に耐性がある病気の被害に遭ったことを契機に、元々、
近所の有機茶生産に興味を持っていたこともあり、有機農業に
取り組み始めた。

平成28年（2016年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】℡. 090-5294-3979

小浦製茶 令和3年２月現在

＜販売について＞
生産から荒茶までは、各生産者が行い、販売はグループで取り

扱うことを基本（一部個人による製茶販売も有り）とし、茶商
（海外向け取扱いが主）へ販売。
なお、小浦製茶が販売業務を担っている。
慣行栽培から有機ＪＡＳを取得すると10a当たり収入は向上す

るが、有機ＪＡＳ転換期間中は、収量が減少し、単価は有機ＪＡ
Ｓ認証に劣るため10a当たり収入は減少する。
このため、グループ全体でプール計算（有機ＪＡＳ認証のキロ
単価から転換期間中のキロ単価へ数百円補填）し、転換期間中の
ほ場を支援。
県内他地域にも取組を広げており、現在は、４地域65ha以上

で取り組んでいる。

有機農業の取組 No.44



＜基本情報＞
所在地 宮崎県児湯郡新富町
＜農場概要＞
経営面積16ha（うち有機JAS及びASIAGAP認証取得5.5ha）
有機栽培品目 米、人参、馬鈴薯、ニンニク等
従業員 20名（代表役員含め5名、パート15名（増減有））

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
米のいもち病とカメ虫防除には、有機JASで使用が認められた
ゼオライトを使用。
雑草対策
代かきを３回行い、その後、深水管理することで雑草を抑制。
冬作を行っていないほ場は、複数回耕耘し、次年度の雑草抑制。
土づくり
有機ほ場は全て水田。野菜と米の輪作（２年３作）体系で、稲
わらをすき込むことにより、ほ場に有機物還元。
たい肥は自作でなく、有機JASで使用が認められた豚ぷんを施
用。

＜苦労したところ＞
有機栽培を始めた頃は、指導者もおらず栽培技術も未熟で、収

量・品質が安定せず収入が少なく、営農継続困難となった。
農業をやめようと考えていた頃、金融機関から融資を受けるこ

とが出来、営農を継続するうちに技術確立し、収入が安定し、現
在に至る。

＜農産物加工品の販売＞
当社の有機米を使用した「お箸で

ほぐれるお餅」、「冷めても柔らか
いお餅」などの商品開発を県内企業
と共同で実施（老人福祉施設向け）。

＜有機農業に取り組むきっかけ＞
18歳の時、両親の後を継いで営農開始し、30年ほどは慣行栽

培で米及びかんしょ等を生産。
このままの営農を継続するか、持続可能な農業を目指していく

か悩んだ末、有機栽培を行うこととし、平成20年（2008年）に
有機JAS認証取得。

【お問合せ先】℡. 090-3609-6496
ホームページ https://www.organicfarmzero.com/

合同会社オーガニックファームZERO 令和４年３月現在

＜販売について＞
有機JAS認定ほ場で生産した農産物は、ほ

ぼ関東、関西へ出荷。 右の商品名「宮本」は
代表者宮本氏から命名→

当社で令和３年８月に有機米を台湾へ輸出
したが、即完売。
これを機に、新富町が令和４年以降の台湾

での新富町物産展の開催を検討している。

＜飲食事業について＞
有機農産物は全て関東・関西への

出荷のため、「どこで買えるのか」
との地元の要望があったところに、
町が空き店舗での経営者を募集して
いたため応募し、「有機米農家おに
ぎり宮本」を開店。

有機農業の取組 No.45



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県霧島市
＜農場概要＞
茶６ｈａ、全て有機ＪＡＳ認証を取得
生産から製造・加工・販売までの一貫経営を確立

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
病害虫に弱い品種（やぶきた）から病害虫に強い品種（あさの
か、かなやみどり）へ転換することにより、無農薬栽培を実現。
雑草対策
メインは草刈り機による除草＋人手による除草。
土づくり
茶のおいしさは肥料の投入量と比例するため、家畜糞に米ぬか
・籾殻・菜種油粕・鰹ソリュブル・糖蜜を混ぜた自家製有機堆肥
により、高品質な有機茶生産を実現。

＜苦労しているところ＞
有機農業は草との戦い。除草作業が軽減できるよう、茶園で使

える自動草刈り機の実用化に期待。

＜今後の対応＞
31年度から近隣ＪＡの茶部会（６名 16ｈａ）と契約、22ha

に規模拡大し、有機茶の生産量を確保することで、輸出を拡大。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
平成５年（1993年）、茶の価格が低迷する中、茶に付加価値
を付けるため、霧島山麓の冷涼な気候や標高の高い台地の立地
条件を生かした有機茶栽培を開始。
平成13年（2001年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】℡.0995-45-0036
会社ホームページhttp://kirishimacha.web.fc2.com/index.html

霧島製茶株式会社 令和元年10月現在

＜販売について＞
販売する全商品が有機ＪＡＳ認証品。うち、約４割を海外へ
輸出。
茶の市場が低迷する中、国内の茶市場では販売先の限界を感
じ、海外輸出に取組む。
平成27年（2015年）、ドイツに「KIRISHIMA EU UG」（欧
州支店）を設立。
販売は海外での日本茶ブームもあり、国内市況に左右されな
い安定した価格で取引を実現。
国内でも市況の３割増程度の販売価格を実現。

除草前 除草後

有機農業の取組 No.46



＜基本情報＞
本部所在地 鹿児島県鹿児島市五ヶ別府町
＜農場概要＞
構成員 162戸（有機ＪＡＳ取得102戸）、職員45名、パート30名
面積 275ha
栽培品目 約120品目（有機野菜、果樹、茶など）（2019年1月現在）

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
生産体制強化のために品目部会及び地域毎の支部会、年２回の

作付会議やフォーラム（講習会・分科会）を行ない、経営力向上
と栽培技術の共有等を図っている。
病害虫対策
土着天敵の活用や適期の播種、コンパニオンプランツの活用。
雑草対策
太陽熱処理の活用、緑肥の活用。
土づくり
土壌分析に基づき、土壌の肥沃度を高めることを優先課題とし、
近年は特に緑肥の利用に取り組む。

＜苦労しているところ＞
物流コストと資材コストの高騰。

＜今後の対応＞
● 有機農産物への国内ニーズと海外ニーズの高まりに対応した生
産体制の構築と面積の拡大。

＜特色ある活動＞
新規就農者のための研修施設「有機農業支援センター」があり
有機苗の供給も行っている。
毎年オーガニックフェスタ（毎年５万人の来場者）を開催。
２０１７年からネパールへの技術支援も開始。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
大和田代表ご夫妻が大学在学中に公害問題に関心を持ったこと

をきっかけに有機農業の道に進み、１９８０年鹿児島市で就農し
有機生産を開始。１９８４年に有機生産組合「かごしま有機生産
組合」を10戸で設立。

【お問合せ先】℡. 099 282-6867
生産組合ホームページ http://kofa.jp/

有限会社かごしま有機生産組合 令和元年10月現在

＜販売について＞
• 直営店「地球畑」が県内に３店舗と有機野菜の食べ方の提案も
兼ねた地球畑カフェ「草原をわたる船」

• 全体の３割は直営店舗で、その他の主な出荷先は「オイシック
ス・ラ・大地株式会社」、（株）ビオ・マーケットを通じた宅配
やスーパーマーケットへの卸、コープ九州、その他の生協等。

• 毎年3～4回首都圏のマッチングフェアに参加。
• 2018年４月から海外事業部で輸出事業をスタート。
• 4～5年前から人参ジュース・りんご人参ジュースやごぼう茶・
黒糖生姜湯を開発、ベビーフードの開発では「2018年鹿児島県
特産品協会理事長賞」を受賞。

有機農業の取組 No.47



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県鹿児島市
＜農場概要＞
有機野菜等（にんじん、ごぼう、えだまめ、ばれいしょ等）７ha
有機ＪＡＳ認定ほ場で農産物を生産
有機農産物にこだわった農園直営レストラン等を展開

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
太陽熱利用土壌消毒を実施。
草堆肥等を利用した土づくり
により、健全な野菜等が育つ環
境を整える。
雑草対策
太陽熱利用土壌消毒を夏場に実施。この処理を行えない
時期はマルチを使用。
手作りの除草機で、雑草が小さいうちに除草。
土づくり
畑を痩せさせないため年一作とし、他の期間は緑肥を栽
培しほ場に還元。
主に落ち葉や刈り草を原料にした草堆肥を使用し、毎年、
土壌分析により不足する成分(ミネラル等)の資材も投入。
＜苦労しているところ＞
栽培技術が確立出来ていないこと。

＜今後の対応＞
10月にオーガニックショップを併設した直営レストラン
を姶良市にオープンし、販路拡大を目指す。
有機農業技術を確立させ、収穫量の安定と品質向上を目指
す。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
昭和53年に父が病気をきっかけ

に有機農業を始め、平成17年に子
供達（兄弟姉妹）が経営を引き継ぎ、
平成25年から直営レストランを展
開。

【お問合せ先】 TEL :099-802-6100
農園ホームページ https://morikazo.com

農業生産法人そのやま農園(株)令和元年10月現在

＜販売について＞
販売は「かごしま有機生産組合」や「NPO法人かごしま食の
家族」※を中心に、物産館等へも出荷。
平成25年に自社農園野菜と有機農産物にこだわった直営レス

トラン「農園食堂森のかぞく」をオープン。
平成26年に法人化し、有機農産物や加工品の販売先を拡大。
平成28年に直売所「森かぞストア」をオープン。
自社の人参を使用した「食べる人参ジュース」を委託製造し、

直売所や県内外のこだわりを持った店舗で販売。
※「NPO法人かごしま食の家族」:平成22年に発足
した有機農業者と消費者の会。現在、会員数300名。
事務局はそのやま農園内。

有機農業の取組 No.48



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県出水市大野原町
＜農場概要＞
約２ｈａ（品目 ばれいしょ、サトイモ、かんしょ、たまねぎ）

うち60a有機ＪＡＳ認証を取得

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
有用微生物資材が入った肥料等を使い、土づくりをしっかりする

ことで、病害虫対策に寄与している。ただ、肥料が多すぎると害虫
が増える傾向があるため、そのバランスを考えながら行っている。

雑草対策
作物の収穫後、長くそのままの状態にしておくと雑草が繁茂し、

その圃場もだが周りの圃場まで雑草の種が拡散していく。そのため、
出来るだけ早くにトラクターで耕運することにより、雑草の種の拡
散を抑えている。
ばれいしょ等を作付けした状態で、畝間の除草を管理機で行って

いる。

土づくり
肥料は出水市にある赤鶏農協の鶏糞を使用。その肥料には、カニ

ガラとEM菌等の微生物資材も入っており、有機資材として登録さ
れている。有機農家には、自分で肥料を作る人もいるが、畑の管理
で手いっぱいである。

＜今後の対応＞
● 将来的に連作障害の対策も必要と考えていることから、各品目
50ａの作付けとし、４年後に当初作付けした圃場に戻るような
輪作体系を目指す。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
● 両親は緑化樹を生産する植木業で現在も植木の生産も行って
いる。過去に、植木園地の周りのつつじが枯れてしまった。緑
化樹へ使用した除草剤の影響だと考え、元々、農薬等は好きで
はなかったこともあり、有機農業に取組み始めた。

● 有機農業に関することは、かごしま有機生産組合に２年間研
修等に通い、有機ＪＡＳ制度の勉強や資格等も取得。

【お問合せ先】℡. 0996-79-3027
かごしま有機生産組合ホームページ
http://yuki-hajimeru.net/

吉田裕介令和元年10月現在

＜販売について＞
● かごしま有機生産組合へ全量出荷（組合から全国出荷）

＜今後の対応＞
● 景観も含めきれいな圃場（畦畔にクローバー等を植栽し、無
駄な雑草が無い圃場環境）を造り、除草作業の
労力軽減を図り、家族で協力しながら、品
質の良い農産物の生産と安定した経営を目
指したい。

● 有機認証に掛かる費用と経営状態を勘案
しながら、今後、有機ＪＡＳ認証圃場を拡
大していきたい。

有機農業の取組 No.49



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県日置市

＜農場概要＞
２ｈａの農場でにんじん、だいこん、かんしょ、さといもを生産中。
有機ＪＡＳ認証を取得

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞

● 病害虫対策
農薬は、一切使わず、土づくりをしっかり行うことで病害虫の発
生は減少。
線虫等対策に作物別に適した緑肥作物のすき込みや、収穫残渣を
除去することで害虫の発生を防止。
土着天敵の働き（トップダウン効果）を生かすため、畦等を植生
管理。

雑草対策
マルチ栽培を行っており、株元だけは手取り除草。
さといもは、背丈が高くなると雑草が繁茂しないので、それまで
は畝間もマルチ被覆。
冬にんじんは、透明マルチ被覆による太陽熱処理で雑草を抑制。

土づくり
ほ場を日々観察し、堆肥等の有機物の分解状況等を確認しながら
の土づくりを実践。
観察の結果、現在、牛糞堆肥を徐々に減らし緑肥に移行中。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
農薬等の影響で体調不良となる農家も少なくないことを聞いて

いたので有機農業に取り組むこととした。また、かごしま有機生
産組合で有機農業の研修を受講し知識を得て就農。
平成29年（2017年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】℡. 080-3960-3622
フェイスブック ジャラン農園 jarun Farm

ジャラン農園 令和元年10月現在

＜苦労しているところ＞
さといもの畑栽培で水不足により商品
化率が大幅（５割）低下。
降雨後に、無理してマルチ被覆したと
ころ土が粘土状となり収穫不能となった。
これらの経験を翌年に生かし、ベテラ
ン有機農家等からのアドバイスも参考に
しながら改善策を考え対応。
＜今後の対応＞
有機農業が持続可能だと実証し、地域
の皆さんへ恩返し。
ネット取引、ふるさと納税や直売を取
り組み顧客の拡大などによる経営安定を
図る。

にんじんの収穫体験

畝間もマルチで被覆

成長後は畝間のマルチ除去

有機農業の取組 No.50



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県屋久島町
＜農場概要＞
有機ＪＡＳ認証圃場面積 12ｈａ（1枚の圃場面積10ａ程度）
ばれいしょ３ｈａ、かんしょ２ｈａ、ウコン２ｈａ
ウコンは、粉末に加工し販売（有機加工ＪＡＳ認証を取得）

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
● 病害虫対策

ばれいしょは、疫病対策として、石灰ボルドーを使用
かんしょは、10倍希釈の食酢を使用。
雑草対策
ばれいしょは、２回の培土（土寄せ）で効果あり。
かんしょは、畦間を１ｍに設定し通行可能な小型トラクターに

よる除草を行うことで、労力軽減及び作業時間の短縮を図る。
土づくり
全品目で鶏糞を主に使用する他、雑草をすきこみ緑肥として活
用。圃場は３年に１回の輪作（ばれいしょの後に、かんしょとウ
コンの作付）とし、12ｈａのうち３分の１程度の圃場は、可能
な限り２年間休ませる方法をとっている。その間、雑草を繁茂さ
せ緑肥等にするなど、自然の力を活か
した地力回復を実施。

＜苦労しているところ＞
● 圃場１枚の面積が10ａ程度と小さく、
作業効率が非常に悪いこと。

＜今後の対応＞
新しい品目として、モリンガ（薬用作物の一種）の栽培を考え

ており、今後研究を重ね、将来的には加工場を活かし付加価値を
付けた販売につなげて行きたい。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
慣行栽培のばれいしょの価格が半値に下がった時期に、知人
が栽培する有機栽培のばれいしょの価格は、下がらず取引され
ていた。このことから、経営の安定を図るため有機農業を始め
ようと決意。
平成15年（2003年）に有機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】モッチョム農園 代表 亀沢政親
℡.0997-47-3006

モッチョム農園 令和元年10月現在

＜販売について＞
販売する全商品が有機ＪＡＳ認証品。うち、約９割をかごし
ま有機生産組合へ出荷。
付加価値を付け収益向上を図るため、ウコンの粉末加工場を
平成29年に整備し、平成30年に有機加工食品ＪＡＳ認証を取得。
現在は、生ウコンと粉末の２パターンで販売しているが、令
和２年度からは、粉末加工を主として販売予定。

集落の象徴ともいえる美
しい山「モッチョム岳」。

農園の名前にも、お借り
しています。

有機農業の取組 No.51



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県いちき串木野市湊町
＜農場概要＞
有機ＪＡＳ認証ほ場 約2ha（かんきつ等）
収穫体験が可能

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
カイガラムシ対策として、有機JASで使用を認められて
いるマシン油を必要最小限使用。
雑草対策
人力（草刈機及び手作業）。
土づくり
地元の畜産農家の堆肥に、
米ぬか、黒砂糖、草本灰及び
発酵菌により発酵させた有機ぼかし肥料を使用。

＜苦労しているところ＞
雑草の除草や害虫の防除
段々畑の石垣の保全

＜今後の展開＞
有機農産物の良さを分かってもらえ

る方に、購入頂きたい。そのため、消
費者へ有機農産物の良さをもっとPRし
たい。
アボカドなどの亜熱帯性果樹の栽培。
自然の環境を活かし農場を人々に開放

して交流の場として整備していきたい。

＜有機農業に取り組むきっかけ＞
父亡き後、土壌流出の発生や「さのう」※が固くなったと感
じたことをきっかけに、土づくりが重要ではと考え、有機農
業の基礎を文献で学び、平成9年に有機農業に転換。

【お問合せ先】 TEL :０９９６－３６－２２３８
ホームページ https://ookubonouen.localinfo.jp/

大久保農園 令和3年２月現在

＜販売について＞
会員となっている有機生産組合経由で販売。
その他、ネットやイベント販売の他、顧客

へ直接販売。
自家製ポンカンジュース（原料は全て自園、

720 入）を、ネットやイベントにて販売。

<こだわり>
使用する苗木は、自園の優良樹から枝採取したものを直接、
苗木生産業者へ委託し、接ぎ木したもの。

有機農業の取組 No.52

※さのう 小さい果肉のつぶつぶを包む袋のこと。「さじょう」とも
いう。この小さい果肉の集まりを包んでいる薄皮の事を
「じょうのう」という。

平成27年（2015年）有機JAS認証取得。



＜基本情報＞
所在地 鹿児島県熊毛郡屋久島町
（令和2年度九州地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール九州農政局長賞受賞）
＜農場概要＞
経営面積6.5ha（全て有機JAS認証取得、栽培品目は茶）
2017年には、ASIAGAP（茶部門）認証取得
従業員 ７名（代表含む）

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
病害虫対策
農薬は一切使用せず、蓑虫等が発生
した場合は、手作業で取り除く。
雑草対策
草刈り機や人手による除草。
土づくり
毎年、土壌診断を実施し、診断結果
をもとに施肥量を調整。
堆肥は、山野草堆肥を使用している。
敷きわらを毎年行うことで、土壌生物の多様性確保に務める。

＜苦労しているところ＞
ほ場周辺を杉林に囲まれているため、

年に何度もある台風の上陸・接近に伴
い、杉の葉が大量に茶畑に飛来するた
め、手作業での除去に手間がかかる。

＜今後の展開＞
世界自然遺産屋久島の自然を守りながら、人と自然が共生す

る社会を後生に残すことに貢献したい。
今後、島内外の有機農業者、有機関連事業者などとの連携を

深め、屋久島のオーガニック化を目指す。

＜有機農業に取り組むきっかけ＞
屋久島で育った高校の同級生3人が島外から島に戻った際に、3
人で出来る仕事を模索する中、島がお茶づくりに最適な土地である
との話を聞き、1985年に会社設立。1.2haの農地を取得。
営農開始時から、有機栽培を開始し、平成13年（2001年）に有

機ＪＡＳ認証を取得。

【お問合せ先】℡. 0997-43-5330
ホームページhttp://www4.synapse.ne.jp/hachimanjyu/

有限会社 屋久島八万寿茶園 令和４年３月現在

＜販売について＞
静岡県の茶商との荒茶の年間契約により、安定した販路確保に

努めつつ、一番茶は、自社ホームページを介して全国の消費者、
飲食店、小売店等へ直接販売。
2012年に輸出開始し、2014年から本格的にＥＵの有機茶問屋

へ仕上げ茶を輸出。ＥＵオーガニック認証で販売。
平成10年に直売店を開設し、リーフ茶を中心に

抹茶ソフトクリームや茶そば等の加工品を製造・
販売するのに加えて、島内の他事業者の商品も取り
扱うことで、島内の顧客及び観光客を確保。

＜情報発信について＞
2019年2月に、ドイツ、スイス等の計４都市で

茶普及セミナー兼試飲販売会を開催し、現地の消
費者や販売店とのつながりを強化する取組を実施。

有機農業の取組 No.53


